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本部は１１月４日、金子恭之国土交通大臣に対して「環境破壊が明確となりＪＲ東海の経

営破綻を招くリニア中央新幹線建設の撤回・撤退を求める要請書」を提出しました。

１０月２８日に東京都品川区で発生した道路の隆起や、岐阜県瑞浪市での地盤沈下や水枯

れ等、住民の生活を脅かす環境破壊がリニアの沿線各地で発生しています。

またＪＲ東海は１０月２９日、中央新幹線品川・名古屋間の建設費が計画当初の２倍とな

る１１兆円になると公表しました。もはや一民間企業の事業としてリニアを開業することは

不可能です。

こうした状況下で１１月４日、国交省による「リニア（地表隆起、工事費増）に関するレ

ク」が衆議院第一議員会館で開催され、ＪＲ東海労も参加し「要請書」を提出ました。

リニア中央新幹線建設に起因する環境破壊や住

民の生活破壊が明確になっています。同時に、労

働組合の立場から経営の破綻を招くリニア中央新

幹線建設について、ＪＲ東海労は直ちに撤回・撤

退するべきと考えます。ＪＲ東海労はリニア中央

新幹線建設の撤回・撤退に向けてあらゆる仲間と

共に、更に闘いを展開します。
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